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Résumé: 
Pour présenter  une nouvelle perspective de recherche sur les procédés stratégiques 
dans les préambules balzaciens , nous allons,ici,traiter  un «préambule» du conte 
typique paru en 1832,dans la Revue de Paris :Madame Firmiani. Après la révision rapide 
sur les corrigés textuels de l’édition Furne, nous continuons parcourir une image 
globale du personnage “Madame Firmiani” présenté dans le monde balzacien. Et ensuite, 
nous allons examiner quelques procédés stratégiques sur le préambule de Madame 
Firmiani. En dernier lieu, nous pourrions offrir  une problématique de l’énigme lancé 
sur l’image de cette héroïne: Madame Firmiani, pour rechercher une nouvelle dimension 
et une  «expérience littéraire» dans l’étude des préambules. 
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 筆者は前稿で、『フィルミアーニ夫人』（Madame 
Firmiani）の「提示部」が、『人間喜劇』形成プロセ
スにおいていくつもの重要な鍵を提供してくれると指
摘した 1 )。『フィルミアーニ夫人』は、1832 年段階
でかなり自由度の高い雑誌掲載の読切短編として、冒
頭提示部では『結婚の生理学』以来培ってきたいわば
ジャーナリスティックな側面を押し出し、同時に「コ
ント形式の語り」というもうひとつ新しい側面を併せ
持って発表された。『サラジーヌ』冒頭などでも用いら
れた「噂」という手法、ある人物に関する「論評」と
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いう形式を新規に導入している。 
 「コント」という形式の新しさは、その「混淆性」
や「ごった煮」のような「不純さ」に新骨頂がある。
バルザックはこの初出短編を、現代の読者が「小説」
として読む以前の形式、つまり、雑誌記事とコントの
混淆として提示しているという点には注意しなければ
ならない２)。 
 『フィルミアーニ夫人』の提示部は、むしろバルザ
ックが工夫を凝らして編み出した、彼独自の特殊な書
き方なのだ。これは、ほぼ同時期、言葉のはやり廃り
について書かれた「流行語」«Des mots à la mode»
という雑誌記事３）と関連しており、モノグラフィ形式
など、『結婚の生理学』でバルザックが駆使した多種多
様な書き方と同じ鉱脈を持つ。 
 本稿では、この短編におけるフィルミアーニ夫人の
イメージに焦点を当て、とりわけ提示部に見られる手
法と戦略を検討したい４）。 
 
 
Ⅰ 修正に関する技術的な整理 
 
 現在のテクストは、そのコアが初出からほとんど変
わっていない。しかし、多くの作品でフュルヌ版に大
掛かりな「名前」の修正が存在することから、この短
編についても、修正がどの程度おこなわれているかを
見ておく必要がある。初出時点でのテクストの位置づ
けや意味が、名前の修正によって大きな影響を受けて
いる場合が少なくないからだ。『フィルミアーニ夫人』
もまた例外ではない。提示部の分析に先立って、若干
技術的な問題を整理しておこう。 
 1832年初出『ルヴュ・ド・パリ』誌から変更がない
のは、タイトルにもなっている「フィルミアーニ夫人」
（Madame Firmiani）とオクターヴの姓「ド・カン」
（de Camps）の２点である。 
 初出ではオクターヴは「ジュール」（Jules）となっ
ており、上記２点は1832年ゴスラン版でも変更がない。
1835 年ベシェ版で、「ジュール」から「オクターヴ」
(Octave)へと変更されるが、「ジュール」のまま訂正
されないで残っているところが三カ所あると、プレイ
ヤッド版の校訂者は指摘している５）。ベシェ版を踏襲
するシャルパンティエ版でも変更の跡がみとめられな
い。ひとつだけ言えるのは、初出は「ジュール」だが、
最初から姓は「ド・カン」（de Camps）であり、その
由来説明によって、この人物に対する決定的なイメー
ジが付与されていたという点だ６）。 
 他の作品と同様、『フィルミアーニ夫人』についても、
フュルヌ版での修正が最も重要である。1842年フュル
ヌ版において、主要な名前の変更が以下のとおり、見
られる７）。 
(1) フィルミアーニ夫人の家系について、「カリニャ
ン」から「カディニャン」（Carignan→Cadignan） 
(2)オクターヴの叔父が「ヴァレーヌ伯爵」から「ブル
ボンヌ」（ M.le comte de Valesnes→ M.de 
Bourbonne） 
(3)叔父がフィルミアーニ夫人のサロンで会話を交わ
す相手が「フロントナック伯爵夫人」から「リストメ
ール侯爵夫人」（la comtesse de Frontenac→la 
marquise de Listomère） 
(4)オクターヴが財産を返却する相手が「この知られざ
る家族」から「ブルヌッフ家」（cette famille 
inconnue→la famille Bourgneuf）ただし、こ
の固有名詞に人物再出法の適用はなく、出てくるのは
本作品のみ。 
(5)最終場面で夫フィルミアーニの死亡確認書が届く
のが「ロシア大使館」から「オーストリア大使館」 
(L’ambassade de Russie→L’ambassade  
d’Autriche） 
 いわゆる「フュルヌ版訂正」(Furne corrigé)に
おいて、その後の名前の修正はみとめられない。 
 このような経緯を見てくると、『フィルミアーニ夫
人』という作品にも、短編ながら、『人間喜劇』生成と
からむ複雑なプロセスがうかがえる。なぜブルボンヌ
氏なのか、どうしてリストメール侯爵夫人の名前が必
要となったのか、更には作品末尾で「ロシア」を消し
た意味は何か。これらの疑問は、『人間喜劇』の他作品、
例えば、『平役人』、『女性研究』、『あら皮』といった作
品群との関連の中で答えられるべき性質のものとなる。 
 本稿では、従来あまり省みられなかった「提示部」
の分析を中心に、フィルミアーニ夫人のイメージ形成
がどのような方法でおこなわれているか、バルザック
がこの短編で新たに打ち出した戦略とは何か、また、
のちの『人間喜劇』を牽引するポテンシャルなテーマ
がどのような形で潜在しているかについて、考察をす
すめていく。 
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Ⅱ フィルミアーニ夫人のイメージ 
 
 マルセル・プルーストが「ルモワーヌ事件」
（L’affaire Lemoine）を題材に、バルザックやフ
ロベールなど文体特徴が顕著な作家たちを模して、パ
スティシュの素描をおこなっていることはよく知られ
ている。『パスティシュとメランジュ』のうち、「バル
ザックの小説風に」《Dans un roman de Balzac》
というタイトルの一文冒頭において、プルーストは、
時を「1907 年の末」、場所を「デスパール侯爵夫人の
邸で催された夜会」と設定し、『人間喜劇』に頻出する
人物たちの名前を列挙する８）。この中に、「オクター
ヴ・ド・カーン夫人」、すなわち「フィルミアーニ夫人」
の名が挙がっている。 
 
「フィルミアーニ夫人は、ポーランド手工業が生んだ
傑作のひとつである室内履きの中で、足の裏までじっ
とりと汗をかいていた。」９） 
 
 ニュシンゲン男爵に釘を刺すダルテスの言葉に対し
ての身体的反応だが、具体的な発言はないものの、こ
こでフィルミアーニ夫人が登場することは、バルザッ
クの読者にとって興味深い。なぜなら、『人間喜劇』に
おいて、ヒロイン名をタイトルとする作品を除いては、
こういったディテールの中でしかこの夫人は描かれず、
必ずと言っていいくらい、背景にとどまりながら、お
およそ言葉少なくしか登場しないからである。プルー
ストは、バルザックがフィルミアーニ夫人という人物
像に託した機能を、直観的に理解していたことになる。 
 
 「フィルミアーニ夫人」は初出から現行まで、タイ
トルともに変わらず「フィルミアーニ夫人」である。『女
性研究』のように、もともと構築性が高く、その後ほ
ぼ修正のない同様の作品も確かに存在する。しかし、
『女性研究』でヒロインの名前が「リストメール夫人」
となったのはフュルヌ版からであるため、それまでの
版では『人間喜劇』とは結びつかない。『フィルミアー
ニ夫人』のように、当初からヒロインの名前に変更が
ないのは、むしろ稀な例である。 
 これは、1832 年という初期段階ですでに、『人間喜
劇』におけるフィルミアーニ夫人の「私生活」エピソ
ードが＜先行＞して書かれたことを意味している。そ
の後、フィルミアーニ夫人は、他のいくつかの作品で
主として「背景的人物」の役割を担うため、『女性研究』
のリストメール夫人とは対蹠的な人物造型のルートを
たどると言うことができるだろう。 
 しかし、これが結果的に1832年の基本設定や記述を
変えることにつながらなかったのか、あるいは試みた
ができなかったのかについては判断のむずかしい問題
である。バルザックは、1832年の初出をコアとし、そ
の後『平役人』など、『人間喜劇』という巨大な「枠」
＝《カードル》へと、背景的人物としてちりばめた。
したがって、フィルミアーニ夫人のイメージ形成は、
その後の記述配置とのバランスのなかでおこなわれた
と仮定することができる。 
 『人間喜劇』におけるフィルミアーニ夫人の登場は、
例えば『イヴの娘』、『カディニャン公妃の秘密』、ある
いは『続女性研究』など、名前の言及、あるいは発言
なき登場、ひと言だけの発言など、きわめて控えめで
あることは否定できない。 
  例えば、『続女性研究』の冒頭、夜会の閑談が始ま
る最初のエピソードとして、アンリ・ド・マルセーが
自分の秘密の恋を語りはじめるところで、「まあ！私た
ちに、そんな恐ろしい判決はくださないでいただきた
いわ」と微笑みながら発言するのは、実はフュルヌ版
への訂正にもとづいている10）。フュルヌ版『続女性研
究』には、まだフィルミアーニ夫人は登場しないから
である。同時に、バルザックは、『平役人』で、ラブー
ルダン夫人の心理的な支えという重要な役割をフィル
ミアーニ夫人に与えることになる。 
 『人間喜劇』を行き交う登場人物群において、フィ
ルミアーニ夫人はきらりと光る存在だ。その人物イメ
ージは、『人間喜劇』に散在する社交集団の内部や、『平
役人』のように、登場場面は少ないが主要人物との絡
みの中で重要な役割を果たすなど、決して弱いもので
はない。 
 フィルミアーニ夫人は、名前だけが背景的に言及さ
れ、その人物を中心に据えた作品を持たない、いわば
星屑のような人物群とは異なっている。リストメール
侯爵夫人に『女性研究』があったように、彼女にも『フ
ィルミアーニ夫人』という真実の物語があるからだ。
この作品において、夫人のイメージはどのようなもの
であったのか、提示部の分析へと入りたい。 
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Ⅲ 提示部の問題点 
 
 この作品の提示部11）は短編にしては長過ぎる。ブ
ルボンヌ氏とオクターヴ・ド・カンの名前が出て、青
年が置かれている状況が説明されるまでに、フィルミ
アーニ夫人をめぐる噂話が列挙され、一種のモノグラ
フィを構成しているからだ。 
 作者はまず、物語には「主題」とそれにふさわしい
「技巧」があるものだが、これから語るのは「素朴な
物語」であり、「やさしい感情に育まれ、生まれながら
に物憂げで夢見がちな魂を持つ人女性たち」が対象で
あること、親しい人を亡くしその思い出に涙を流した
ことがなければ理解できないだろうと、この物語を読
むための前提、しかるべき読者の条件について、書き
記す12）。 
 いわば作者の前口上だが、このあと、パリっ子たち
が現在使っている「流行語」（本文では「言い回し」
«idiomes»）について言及し、パリに住む多種多様な
人種に関するモノグラフィという視点から、定義言語
に関する前提説明をおこなう。そのあと、「フィルミア
ーニ夫人を知っていますか？」《Connaissez-vous 
madame Firmiani?.....》という問いに対する 17
の解釈をそれぞれ「列挙」(énumération)することに
なる。 
 「実際家」«positifs»、「遊歩者」«flaneurs»に
はじまり、「観察者」«observateurs»、「天の邪鬼」
«contradicteurs»、「羨ましがり屋」«envieux»
へと続く、この一見脈絡のない「フィルミアーニ夫人」
に関する複数イメージの提示を、アルベール・ベガン
は、「うんざりするほどの列挙」«L’énumération dit 
assez»、「各人各様の視点からフィルミアーニ夫人に
ついて語るその証言者たちのパレード」«Ce défile 
de Témoins,chacun parlant de Mme Firmiani 
selon son optique »と表現した13）。これは、短
編にしては過剰すぎる問いかけと答えがいわば「列挙」
の形で提示されることへの心理的抵抗感を、これまで
読者に感じさせてきたことを物語っている。 
 これらの「流行語」は、その後も『人間喜劇』で使用
され、「学生」や「うるさ型」など比較的頻度が少ないも
のから、「実際屋」や「観察者」のように頻度の高いもの
までさまざまだが、バルザックがよく使った用語群であ
った14）。しかし、この提示部のように、それらが一堂
に会する形を取るのは、その後も『フィルミアーニ夫人』
だけとなる。 
 この提示部を読んで、主題との関連性が薄く、冗長
な感じがする読者のほうが少なくないだろう。しかし、
詳細に分析すると、ここには、のちの『人間喜劇』に
通じる理念やバルザックに特有の執筆戦略の萌芽がみ
とめられる。明確な「罠」や「トラップ」を潜ませて
いるとともに、作者自身はまだ気がついていないがそ
の後意識的に関連づけることになる、同時期執筆の初
出作品群に内在するテーマや戦略が読み取れるからだ。
「フィルミアーニ夫人を知っていますか？」という部
分について詳細に見ていきたい。 
 
 
Ⅳ フィルミアーニ夫人を知っていますか？ 
 
「今日、われわれの言語には、フランスの大家族にさ
まざまな人間がいるのと同じくらい、多種多様な“言
い回し”（イディオム）が存在する。だから、この主張
を適用するために“パリっ子”なるものを取りあげる
としたら、“パリっ子”研究に欠かすことのできない
種々雑多な人たちが、同じことがらや同じできごとに
対して、異なった定義や説明を与えるのを耳にするこ
とは、とても興味深く楽しいことである。」15） 
 
 ここから、17の解釈が「列挙」される。バルザック
が、「フィルミアーニ夫人を知っていますか？」という
問いに仕掛けた「罠＝トラップ」とは何か。 
 
 第一は、夫フィルミアーニの不在と財産に関する問
題だ。「実際屋」（ポズィティフ）と呼ばれる人種は「大
邸宅」「客間」「絵画」「年金」というふうに、「目録に
よって」(par l'inventaire)フィルミアーニ夫人
を表現するが、その最後に「モンテノッテ県の元徴税
長官の夫ひとり」と記すことを忘れない。この人物の
死亡が最終的に二人の男女の「幸福」を約束すること
になる。オクターヴ・ド・カン夫妻が手にする「財産」
は、この夫がつくったものなのだ。 
 「財産の起源」は、1832年ゴスラン版の共通テーマ
であった。したがって、本作が『コルネリュス卿』と
『赤い宿屋』という、それぞれ「財産」の問題を扱っ
た二つの作品の間に、「哲学的コント」として配置され
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たことには何ら不自然さはない。 
 問題なのは、「実際屋」が、数字、年金、不動産によ
ってフィルミアーニ夫人を説明するとき、あたかも「も
の」のように夫の名前が目録に追記されることである。
これは決して偶然ではない。なぜなら、このあと「遊
歩者」（フラヌール）も、内緒話のように耳元で「フィ
ルミアーニ氏には一度もお会いしたことがない」と、
この人物の不在性を暗示し、「夫人は看板のない宿屋を
営んでいる」と謎めいた言葉をささやくからだ。 
 この二つのコメントは、オクターヴ・ド・カンの不
当財産を浄化することで、夫人の「清廉さ」が強調さ
れるはずの作品にとって、明らかにマイナス・イメー
ジである。バルザックは故意にこのような表現を記し
たのか。 
 結末を知らない読者が、「提示部」冒頭に書き込まれ
たこの一連の記述から、何かを読み取ることは至難の
技だ。しかし、「提示部」を丁寧に読むと、バルザック
が意識的に配置したと考えることのできる根拠がいく
つも浮かびあがってくる。 
 第二に問題となるのは、フィルミアーニ夫人の「声」
あるいは過去の「職業」に関する暗示である。「気取り
屋」（ファ）は、夫人の年齢や容姿に加えて「声」を「か
すれたアルト」と言っているが、このときあまり意識
しなかった読者でも、11番目に「分からず屋」（ニエ）
が「以前イタリア座の歌手だったんじゃないか」と発
言するところまでくると、この一見唐突で無責任な言
葉から、夫人の謎に向けて連想の糸を結びつけること
だろう。 
 これは最終的に「観察者」（オプセルヴァトゥール）
が、謎の総括設定、夫人のイメージの総合的な集約を
おこなう際、歌手たちの間で彼女がヨーロッパでも第
一級のアルトだと噂されているという件りへと緊密に
つながっていく。しかも、夫人が人前ではほとんど歌
わないこと、まるでその機会を避けるかのように自分
からは他のサロンへは赴かないというコメントが付記
されると、それを偶発的と考えることはますますむず
かしくなる。 
 第三として、固有名詞（地名・人名）に関する言及
が挙げられる。「大使館員」（アタシェ）は職業柄、夫
人の出身地をベルギーのアントワープとし、十年前に
ローマで会ったことがあるとコメントしている。これ
は前述の「実際屋」が提示した点、つまり、夫フィル
ミアーニは「モンテノッテ県の元徴税長官」だったこ
とと関連してくる。モンテノッテ県はナポレオン帝政
時にフランスの管轄下にあったが、実際にはイタリア
のジェノヴァである。ナポレオンから「侯爵」にして
もらった「侯爵」（デュック）族が登場することも、一
見唐突に見えて、これと同一の連想から来るものと考
えれば理解が可能だ。 
 極めつけなのは、「天の邪鬼」（コントラディクト
ゥール）族が、夫人は「ミュラの愛人」だったと言っ
ていることである。ジョアシャン・ミュラ＝ジョルデ
ィは、ナポレオンの義弟であり、制圧期にナポリ国王
（ジョアッキーノ１世）に任命され、ロシア遠征にも
参加したことで知られている。当時の読者にとっても、
ミュラ＝イタリア＝ナポレオン＝ロシアといった一連
の連想は、十分に可能である。謎めいて怪しいほどの
一貫性と言わなければならない。加えて、ナポレオン、
ミュラの暗示は、モスクワ遠征、とりわけベレジナで
の敗走を想起させる点は注意が必要だ。 
 先の論考でも述べたが、『フィルミアーニ夫人』の
原型は、通称《Album》と呼ばれる『着想・主題・断
片』（PENSEES,SUJETS, FRAGMENS）の中に、メモ
の形で見ることができる16）。この軍隊生活メモは、ナ
ポレオンのモスクワ敗走という歴史的事実と関係して
おり、バルザックは着想段階でフィルミアーニ夫人と
なる女性がモスクワ敗走をきっかけに転落するという
テーマを考えていた。 
 このメモは、その後『田舎医者』のエピソードとし
て使われ、この短編との関連はなくなったとするのが
識者の一般的な見方だが、ここで夫人の謎を暗示する
材料に使われている点は深い意味を持っている。なぜ
なら、着想メモの後半に、「モスクワで愛人の将校に拒
絶された夫人がその後も生きながらえ、イタリア人や
フランス人の庇護者を渡り歩いて、再婚相手と財産を
手にいれた」とする記述があるからだ。したがって、
フィルミアーニの財産、それに夫人の過去に関して、
さまざまな疑問や連想が湧いてくるのはむしろ自然で
あり、執筆の元となった原型に背景となる根拠が存在
したと考えることができるだろう。 
 第四は、フィルミアーニ夫人の「不実・不貞」の提
示である。「危険な女」「魔性の女」であるから、夫人
のサロンには「言ってほしくない」と、「うるさ型」
（トラカスィエ）の女は断言する。この言辞は、夫人
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に対する第一点にもまして積極的なマイナス・イメー
ジであり、「清廉さ」のテーマからはほど遠い。 
 この短編に関する最初の詳細な分析をおこなったミ
レイユ・ラブレは、この発言や後述する二人の老女の
会話が、1829年刊行の『結婚の生理学』「考察20（警
察論）１．ネズミ捕り」における「三種類のネズミ捕
り」と関連があると指摘している17）。「ネズミ捕り」
とは、妻の浮気を見破るための「罠」のことだ。ラブ
レは、この部分で交わされる夫と妻の会話が、「うる
さ型」（トラカスィエ）の女の言葉の背景にあるとい
う点に注意を喚起している18）。『フィルミアーニ夫人』
の「提示部」は、『結婚の生理学』で試みられた手法の
多様性から派生したと考えることができるだろう。 
 『結婚の生理学』で意識的な暗示表現を駆使したバ
ルザックである。フィルミアーニ夫人に関して、「愛人」
「姦通」「誘惑者」のイメージを付与していないという
ことは、かなりむずかしい。むしろ意識的な提示であ
り、夫人へのマイナス・イメージを故意に増幅してい
ると考えるほうが自然だ。 
 第五として、二人の老女（元司法官の妻）の会話が、
夫人の旧姓におよぶとき、もうひとつ考えなければな
らない問題が浮上する。フィルミアーニ夫人の出自、
身分・家柄である。第１老女が「旧姓は何とおっしゃ
るのかしら」と言うとき、明らかに家柄に対する不信
感が感じられる。それに対して、第２老女は「カディ
ニャン」と明示して家柄を担保しようとしている。 
 「カディニャン」家は『カディニャン公妃の秘密』
冒頭19）で、「プランス」(prince)よりも「デュック」
(duc)が上位だが、カディニャンのようにそれよりも
格上の「大公」(prince)が存在すると、説明されてい
ることからも、名家中の名家である。前述したように、
フュルヌ版で「カディニャン」に修正されるまでのテ
クストでは「カリニャン」となっていたが、これも実
在する侯爵領を持つ名家であることに変わりはない。
しかし、あえてここで家柄が問題となること自体、そ
の不分明さを消すどころか、反対にそれを暗示し増幅
している。 
 「変わり者」（オリジナル）族が、夫人はブルジョワ
（成り上がり貴族）ではないことを「厚底室内履き」
«socques»の有無によって暗示したり、「上流人士」
（ディスタンゲ）になりたがっている女が、憧れのサ
ン＝ジェルマン地区にこだわる科白を吐くのも、フィ
ルミアーニ夫人の身分について、バルザックが意識的
なテクスト操作をおこなったと判断しうる証左である。 
 
 以上五つの点について考えてきたが、「観察者」が、
フィルミアーニ夫人については「全く神秘的な女」(une 
femme tout mystère)と言い、夫に関しては「フィ
ルミアーニ氏はまったく幻の人物」(monsieur 
Firmiani est un personnage tout à fait 
fantastique)と表現していることからも、フィルミ
アーニ夫妻に関する「謎」が、パリ社交界では「悪口」
となって「噂」されていると、バルザックが意図的に
表現していることは明らかである20）。 
 そして、最後 17 番目となる「羨ましがり屋」（アン
ヴィユ）は、提示部の解釈全体をまとめる形で夫人の
「資産」「持参金」を挙げたあと、次のように言う。こ
の言葉によって、これまで述べてきた一連の解釈は、
一挙に物語の核心へと突き進むことになるだろう。 
 
「フィルミアーニ夫人というこの色女は、最近ひとり
の若者を破産させてしまったんです」21） 
 
 ここで、夫人とその夫、財産、出所などへの数かぎ
りない「悪口」は、物語の端緒となる「青年の破産」
という真相へと、プロット進展の突破口を開く。物語
は、ようやく、パリっ子からオクターヴの伯父ブルボ
ンヌ氏へと移ることになるからだ。 
 
 
Ⅴ フィルミアーニ夫人の謎 
 
 フィルミアーニ夫人に関する謎に満ちた複雑なイメ
ージは、提示部記述のあと、今度はブルボンヌ氏とい
うひとりの人物へと引き継がれる。田舎で聞き及んだ
「噂」に頑として首肯しないこの老人は「好奇心に駆
られてトゥーレーヌからやってきたが、パリっ子の言
い回し（イディオム）には得心がいかない」。 
 ミレイユ・ラブレにも指摘を見ない点だが、「田舎の
悪口はパリっ子の悪口を前にしたら、色褪せてしまう」
という表現から考えても、「フィルミアーニ夫人を知っ
ていますか？」という問いかけをしたのが、実はブル
ボンヌ氏であったことは明白だ。17の返事を聞いたの
が実際にはブルボンヌ氏であったと気づかされるとき、
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提示部が不思議な現実感をもって蘇ってくる。読者は、
映画のワンシーンさながら、フラッシュ・バックのよ
うな感覚に襲われるだろう。 
 老人は直接会うことを望み、フィルミアーニ夫人の
夜会へと、つてを頼って入り込む。 
 ここで、ブルボンヌ氏がフィルミアーニ夫人を目の
当たりにし、幻惑される場面は圧巻である。夫人を取
り巻く外的条件、装い、表情、微笑み、眼差し、そし
て声と言葉づかい、所作に至るまでが描写され、「まる
で超自然の能力でも与えられたかのような魔術師」「サ
ロンの女王」とまで形容される。そして、ブルボンヌ
氏を通して作者が描く夫人のイメージに関する結論は、
以下のとおりである。 
 
「この天使が過ちを犯しても、すぐに弁護したいと感
じるほどの愛を、あなたは彼女に注ぐだろう。フィル
ミアーニ夫人とは、そんな女性であった」22） 
 
 ここで「イディオム」が再び使われることには注意
したい23）。提示部では「気どり屋」がコメントした夫
人の年齢について、突如「実際屋」が介入する。 
 
「彼女がこれほど欲望をそそり、これほど完璧に女で
あった時期はかつて一度もなかったのです。子どもを
もたず、生んだこともない。（…）問題のフィルミアー
ニ氏が夫人に与えることができたのは、名前と財産だ
けだった、と噂されています」24） 
 
 提示部で終わっていたはずの「イディオム」のうち、
「大使館員」「天の邪鬼」「観察者」が次々とコメント
を挿むのは偶然ではない。提示部はまだ終わっていな
かったのだというように、バルザックは、ここで提示
部が持っていた必然性を明確に述べることになる。 
 
「したがって、この物語の初めに提示したさまざまな
考えは、本当のフィルミアーニ夫人と社交界における
フィルミアーニ夫人とを対置させるためにも必要なも
のであった。」25） 
 
 提示部が担ってきた謎の設定と複数の解答、そして
総合的な謎の定式化が終わって、ブルボンヌ氏の視点
から見た夫人のイメージの展開がはじまり、ようやく
物語が進みはじめたところである。 
 フィルミアーニ夫人に関するイメージは、ブルボン
ヌ氏が夫人を実際に「見る」ことで一元化していくか
に見えた。ところが、再び「イディオム」が登場する
ことによって、新たな謎を浮上させている。 
 真相は何か。再び、謎が深まっていく。しかし、フ
ィルミアーニ夫人自身の言葉によってブルボンヌ氏に
生じた新たな謎は、オクターヴとブルボンヌ氏との対
面の場面で、いったんは解けるかに見える。夫人自身
の手紙、その手紙の前後で説明されるオクターヴの言
葉を通して、夫人のイメージは徐々に「真実」へと向
かうと、読者は感じるからだ。 
 そして、最終場面、夫人が登場し、夫フィルミアー
ニの死亡確認が取れ、財産と結婚が二人に約束された
ことを伝える夫人の言葉から、謎は一挙に氷解するよ
うでいて、実際には、いっそう困難な謎へと読者を導
くことになる。 
 オクターヴが自ら「浄化」したはずの財産は、フィ
ルミアーニという謎の人物の財産にすりかわり、読み
手は「宙吊り」の状態に陥るからだ。 
 では、その財産とはいったいどこから来たのか。同
時期に初出となる『サラジーヌ』や『赤い宿屋』を知
っている者には、奇妙な後味の残る結末である。バル
ザックは意図的か無意識か、新たな謎を残したまま、
この作品を終わらせてしまった。 
 中堂恒朗が、この作品に関する論考の最後を「とこ
ろで一体、彼の財産はどこから来たものなのか」26）
と結ぶ一文は重い。 
 結局、フィルミアーニ夫人とはいったい誰なのか、
複数の複雑な夫人のイメージは一元化できたのか。読
者は、納得のいく説明を与えられないまま本を閉じる。 
 初出時点のバルザックにはまだ十分に意識されてい
ないが、その後『人間喜劇』を牽引し、既存テクスト
を再利用するときに必要となる要素のいくつかが、こ
こではいったん「封印」される。 
 例えば「消えた夫たち」、フィルミアーニ夫人と同期
していた可能性のある「フェドラ」の問題など、その
後『人間喜劇』へとつながり、展開のきっかけになっ
たと見なされる重要な鍵が、この短編『フィルミアー
ニ夫人』には存在する。その詳細については、次稿で
検討したい。 
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Ⅵ 提示部という実験 
 
 『フィルミアーニ夫人』は、バルザックが『人間喜
劇』の構想を抱くずっと前、まだその本質的な真価に
気づかない初期段階で、当時交際の蜜月期にあったベ
ルニー夫人を念頭に置き、ロマン派的雰囲気を残しな
がら一気に書き上げた短い作品である。不遇な習作時
代のあと、『結婚の生理学』でデビューを果たし、『私
生活情景』集で女性と結婚というテーマを発展させな
がら、一方で『あら皮』を皮切りに哲学的小説のジャ
ンルに着手し、哲学的コントという形式への模索を始
めていた。新聞や雑誌などの定期刊行物へ精力的に執
筆を続け、のちの小説群のうち、かなりの部分を初出
として書いた時期でもある。この中で『フィルミアー
ニ夫人』という短編小説は生まれた。 
 主題や基本的な作品構造は、現行の版（プレイヤッ
ド版）と、ほとんど変わっていない。タイトルは当初
から『フィルミアーニ夫人』であり、初出テクストへ
の修正が比較的少ない小品のひとつと言える。しかし、
ゴズラン版では哲学的コント、ベシェ版およびシャル
パンティエ版では『パリ生活情景』、フュルヌ版では『私
生活情景』という経緯をたどり、他の作品と同じよう
に、『人間喜劇』構想の成立と連動しながら、その位置
づけを変えていった。 
 今の読者にとっては、「所有」（propriété）に対す
る「潔白」（propreté）、「財産」（fortune）に対す
る「誠実」（probité）を主題とし、フィルミアーニ夫
人の忠告を契機に、彼女に向ける無償の愛の赴くまま、
父親が不正に作り上げた財産を然るべき家族へ「返却
する」（restituer）という青年オクターヴ・ド・カ
ンの物語である27）。 
 と同時に、『人間喜劇』に溢れる不実で計算高い女た
ちのなかにあって、ルイーズ・ド・ショーリュー（『二
人の若妻の手記』）、クレール・ド・ボーセアン（『捨て
られた女』）とともに、「オアシスに咲く三本の椰子の
木」のひとつ、それも他の二人に比べて「恋愛におけ
る理性度」が最も高く、「乾きや下心のない、愛情豊か
な」女性として描かれたフィルミアーニ夫人の真実の
物語でもある28）。 
 この短編は、確かに『人間喜劇』の中核をなす作品
ではない。しかし、バルザックが構想した大伽藍の周
辺で燦然と輝き、彼がベルニー夫人と過ごした最も美
しい青春の名残を残している。その作品世界に通暁す
る者ならば、作者33才の作品にして、すでに人生への
哀惜を感じさせ、ロマンティックな感情で心を満たす、
すぐれた小品のひとつと言うことができるだろう。 
 しかし、同時にこの作品は、バルザックが歩んだ小
説形式の模索というルートを生き残り、テクストのコ
アがほとんど変わっていないにもかかわらず、作品の
位置づけと意味を最終的には大きく変貌させた作品の
ひとつでもある。 
 一方、1840 年代から「ラ・グリゼット」(La 
Grisette)のテーマが大流行するが、この端緒はアン
リ・モニエが1827年に刊行した版画集からすでにあっ
たと考えられる。モーリス・バルデーシュも指摘する
ように29）、「ラ・グリゼット」のテーマは、つとに1820
年代から始まっており、アンリ・モニエやポール・ド・
コック、それに『フィルミアーニ夫人』提示部で使わ
れた可能性がある「列挙」の手法で名前の残るオーギ
ュスト・リカールなど、いくつもの作品が登場してい
た。 
 アンリ・モニエの版画６枚は、おそらくはフィルミ
アーニ夫人の多様なイメージ喚起、複数の解釈の導入
に影響があったと考えられる。バルザック自らも、『成
り上がりのグリゼット』という雑誌記事を1830年４月
５日号の『ル・ヴォルール』紙に書いているからだ。
この断片は、のちに、『貞淑な女』《La femme 
vertueuse》へと再利用される30）。 
 「石版版画」（リトグラフ）から、夫人を複数のイメ
ージの形で提示する方法を、バルザックが着想した可
能性は高い。提示部の最後に、「リトグラフの原版」
(planches lithographiques)という紛れもない
表現があるのは、そのためである31）。 
 とすれば、提示部に見られる手法は、流行を利用し
たバルザックの工夫であり、彼自らその頃模索してい
た独自の概念提示の追究とも言える。この意味で、一
見冗長な提示部の書き方に、その後の展開の萌芽を見
ることができるだろう。 
 提示部は『人間喜劇』形成後も、ほとんどまったく
その形を変えていない。しかし、この執筆手法が、そ
れぞれの版につけられた序文を経て、『金色の眼の娘』
の冒頭部へと進展し、最終的には『人間喜劇』総序に
つながっていく。 
 ペール・ニクログが、バルザックの小説は単純な「ひ
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とりの人物によるひとつの領域の研究を描く」と述べ、
その純粋形の稀な例として『フィルミアーニ夫人』を
挙げている点は、正しい解釈であると言っていい。 
 
「ここでは、テーマが、この謎の女性の人知れぬ真
実の“領域”について、可能な限り多くの解釈を列挙
することによって、冒頭から性格づけられている。あ
とでバルザックはブルボンヌ氏に対してそれを説明さ
せることで、彼女の真実の性格をわれわれに発見させ
てくれる。ノーマルな作品がほとんどない中では、き
わめて単純なシェーマである。」32） 
 
 ニクログは、「『フィルミアーニ夫人』では、バルザ
ックは事情に通じない人々の矛盾した意見群を使用す
る」33）とも述べているが、実際にはそこにこそ、こ
の手法の重要な独自性があると筆者は考えている。い
うなれば、『フィルミアーニ夫人』の提示部は、小説形
式の模索期に立ち会うバルザックにとって、ひとつの
実験の始まりだったのである。 
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Gallimard, 1984. 
９）ibid.,p.10, «Mme Firmiani suait dans ses 
pantoufles,un des chefs-d’œuvres de l’industrie 
polonaise.». 
10）Pl.Ⅲ,p.678,p.1494,v.e. 
11）提示部は以下のとおり。Pl.Ⅱ,pp.141-148.特に必要
な箇所以外は逐一注記しない。 
12）この前口上に、いわゆるロマンティックな雰囲気が感じ
られるのは、バルザックがシャトーブリアンの「ルネ」を念頭
において稿を起こしたからで、初出『ルヴュ・ド・パリ』誌に
存在した「ルネ」の一節をその後削除したものの、後半部に『墓
場からの回想』の作者の名前が残存していることからも明らか
である。 
13）Albert Béguin, Balzac lu et relu, p.185,éd. 
du Seuil,1965. 
14）霧生和夫氏制作による『人間喜劇』『雑文集』『初期作品』
『風流滑稽譚』『書簡集』『ハンスカ夫人宛書簡』『演劇集』の
＜CONCORDANCE＞を参照した。 
15）Pl.Ⅱ,pp.142. 
16）Pensées,sujets,fragmens,édition originale 
avec une préface  et des notes de Jacques Crépet, 
A.Blaizot, pp.80-81,1910. この版本は現在以下のURL
でオープン・ライブラリーとして見ることができる。(http: 
//openlibrary.org/works/OL15226034W/Pensées_
sujets_fragmens) 
17）Mireille Labouret,《Madame Firmiani》 ou
《peindre par le dialogue》, L’Année balzacienne 
1999(1),p.268,n.37；Pl.Ⅺ,pp.1091-1094. 
18）ラブレも言うように、これはバルザックの会話体研究と
いう、より大きな射程を持っている。筆者自身、この観点から
語りの構造について分析をおこなってきたが、ラブレも私見と
同様、『フランス閑談見本』に着目している点は興味深い。 
奥田恭士，『バルザック−語りの技法とその進化−』，朝日出版社，
2009. 
19）Pl.Ⅵ,pp.949-950. 
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20）「観察者」について、バルザックは「予言者として話す」
«L'Observateur parle en prophète.»という表現をわ
ざわざ使用している。 
21）Pl.Ⅱ, p.150, «madame Firmiani est une  
coquette qui dernièrement a ruiné un jeune 
homme». この表現は、提示部４番目で「学生」（リセアン）
が夫人の魅力を語るときに使われる手法からも、文字通り以上
の含みが感じられる。バルザック自身よく用いる「言いよどみ」
の表現に近い「伏字」を用い、「ぼくが権力に就いて王様にな
り、巨万の冨を得たいと思うのは、あの（ここで耳元へ三つの
単語がささやかれる）«(ici trois mots dits à 
l'oreille )»ためでしかないのです」と語らせているから
だ。これが「女性の閨房ではからっきし臆病な」学生の言葉と
して、不謹慎な意味を暗示していることは明らかである。 
22）Pl.Ⅱ,150,« Vous l'aimez tant, que si cet ange 
fait une faute, vous vous sentez prêt à la 
justifier. Telle était madame Firmiani.» 
23）テクストでは、リストメール夫人に腕を貸していたブル
ボンヌ氏が、「化石人種」«genre Fossile»に属していると
いうところからである。 
24）Pl.Ⅱ, p.152, «Néanmoins, les mêmes gens  
assuraient aussi qu'à aucune époque de sa vie 
elle n'avait été si désirable, ni si complètement 
femme. Elle était sans enfants, et n'en avait 
point eu; le problématique Firmiani, quadra- 
génaire très-respectable en 1813, n'avait pu, 
disait-on, lui offrir que son nom et sa fortune.» 
25）Pl.Ⅱ,152,p.1271.v.d., FC, 《Les observations 
par lesquelles cette histoire commence étaient 
donc nécessaires pour opposer la vraie Firmiani 
à la Firmiani du monde.》 FC ;《Les observations 
par lesquelles cette histoire commence étaient 
donc nécessaires pour faire connaître la 
Firmiani du monde.》ant. 
26）中堂恒朗,バルザック『フィルミアニ夫人』について,大
阪学院大学外国語論集 (35), pp.1-21,1997. 
27）Pierre Barbéris,Balzac et le mal du siècle 
Ⅱ, pp.1690-1692, éd. Gallimard, 1970,. 
28）Félicien Marceau, Balzac et son monde , p.188, 
Gallimard, 1970. 
29）Maurice Bardèche: Balzac , romancier ,p.402, 
Slatkine reprints,1967. 
30）Stéphane Vachon,Les travaux et les jours 
d'Honoré de Balzac, Chronologie de la création 
balzacienne,p.95,Presses du CNRS,Paris,1992. 
31）バルザックは提示部の解釈を終えるにあたり、1824年1
月時点のパリには「フィルミアーニ夫人に関するたくさんの異
なった意見」«tant d'opinions différentes sur 
madame Firmiani»が存在し、「要するに、社会階層やカト
リック宗派と同じ数だけのフィルミアーニ夫人が存在してい
た。何と恐ろしい考えだ！われわれは誰もがリトグラフの原版
のようなもので、その数かぎりないコピーが悪口によって印刷
されるのである。」«il y avait enfin autant de madame 
Firmiani que de classes dans la société, que de 
sectes dans le catholicisme. Effrayante pensée ! 
nous sommes tous comme des planches litho- 
graphiques dont une infinité de copies se tire 
par la médisance.»と宣告する。 
32）Per Nykrog, La Pensée de Balzac dans la 
Comédie humaine, Esquisse de quelques concepts 
clés, p.193,Copenhague,1965. 
33）ibid. 
 
（平成25年９月30日受付） 
（平成 25 年 9 月 30 日受付）
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